資料－３
沖縄総合事務局における情報化施工技術行動計画（案）
　沖縄総合事務局開発建設部の事業において、情報化施工技術の一般化・実用化に向け、　　以下の取り組みを推進していく。

１．基本方針
（１）発注方法
○H25年度一般化推進技術

【H23年度】

・マシンコントロール（モータグレーダ）技術　→　発注者指定型にて1件以上実施
・トータルステーション（TS）による出来形管理技術　→　発注者指定型及び、施工者側からの提案により承諾で行う施工者希望型で実施
　　※H24年度以降は、実施件数の増加を図っていく。

　○実用化検討技術、確認段階・検証段階技術等

　　・一般化推進技術以外の技術においては、施工者希望型により実施、受注後に施工者側からの提案により承諾で実施
　　　

（２）情報化施工技術推進にあたっての措置
○技術を導入するための初期投資及び施工するために必要な初期設定費用の計上

・普及段階におけるレンタル費用及び初期設定費用の積算への計上（発注者指定型）　　

・発注者による情報化施工データ（３次元データ）の作成

○入札契約時及び工事成績評定での措置

・工事成績評定においては、ICT（情報通信技術）を活用した情報化施工を取り入れた工事について「発注者指定型工事」、「施工者希望型工事」ともに加点（２点）措置
※平成２３年度は、発注者指定型、施工者希望型とも発注段階では総合評価項目として設定しない。（沖縄では実績がなく時期尚早のためH24年度以降から実施を検討）
　○情報化施工技術に関する講習会開催

・情報化施工技術に関する情報収集を行い情報共有を図る。

・情報化施工講習会及び現地講習会の開催により情報化施工技術の習得を図る。

　○ｈｐによる情報化施工技術の情報発信

２．特記仕様書及び積算方法について
（１）発注者指定型
・特記仕様書の記載例

　→　平成23年度沖縄総合事務局開発建設部情報化施工実施方針（案）参照
・積算方法

　→　別紙－２　平成22年度　情報化施工の発注者指定型工事積算要領（案）参照

（２）施工者希望型
・特記仕様書の記載例

　→　平成23年度沖縄総合事務局開発建設部情報化施工実施方針（案）参照
・積算方法

　→　標準積算基準に基づく積算
３．試験施工調査
　　・情報化施工の試行にあたっては、試験施工調査（アンケート調査、詳細調査）を実施。

　　【アンケート調査】：施工者等に情報化施工技術についてのアンケート調査を実施。

　　【詳細調査】：施工の効率化、施工品質等の評価のため定量的な調査を実施。

　　　※必要な経費を計上し、情報化施工技術による導入効果、課題等を把握するため、上記の調査を確実に実施する。

情報化施工技術の一般化に向けた普及推進
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１．発注者指定型による普及の推進

　�@目標件数の設定と実施

発注者指定型

１件程度試行

発注者指定型

数件程度試行

発注者指定型

施工者希望型

数件程度試行

発注者指定型

施工者希望型

10件程度試行

　�A技術導入などのための費用の計上

　�B成績評定における加点の実施

２．施工者提案型拡大のための措置

　�@総合評価における優遇措置

　�A成績評定における加点の実施

３．普及推進のための環境づくり

　�@監督・検査要領の活用

　�A発注者による情報化施工データ作成

　�B発注者協議会（沖縄県等）への説明会

　�C沖建協等の業界向け説明会の開催

　�D情報化施工技術の講習会（職員向）

　�Eｈｐによる情報化施工技術の情報発信

普及推進に向けた取り組み

実用化（普及段階）

要領（ＴＳ）等を策定し運用（ＴＳについてはH22.4より運用）M

三次元データの作成など

H23.4より加点措置（情報化施工技術活用に対して加点�

H23.4より加点措置（情報化施工技術活用に対して加点�

情報化施工技術活用を評価項目

として設定することについて検討

新しい機能実施のための費用・調査費などの計上

モータグレーダ

ＭＣ技術

ＴＳによる出来形

管理技術





























